
上
）『
五
輪
書
』
の
ト
ビ
ラ

右
）
宮
本
武
蔵
「
二
天
一
流
」
の
像

五
輪
の
折
、武
蔵
の『
五
輪
書
』を
読
む

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」
の
製
造
・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一

般
社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。

「
全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事

「
で
き
る
状
況
づ

く
り
」
の
欠
落

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
増
え
続
け
る
首
都
圏

で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て

い
る
。「
バ
ブ
ル
方
式
」
な
る
大
幅
な

行
動
制
限
や
規
制
の
下
、
無
観
客
と
い

う
異
常
な
条
件
下
で
、
ひ
た
す
ら
力
と

技
を
競
う
ア
ス
リ
ー
ト
達
の
姿
は
、
美

し
く
、
感
動
的
だ
。
し
か
し
、
そ
の
間

に
も
コ
ロ
ナ
は
蔓
延
を
続
け
、
政
府
は

対
応
に
右
往
左
往
し
て
い
る
。
筆
者
に

言
わ
せ
れ
ば
、
政
府
の
対
策
に
、
国
民

を
巻
き
込
ん
だ「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」

の
発
想
が
欠
け
て
い
る
た
め
だ
。
筆
者

は
思
い
つ
い
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＝「
五

輪
」
か
ら
連
想
し
、
宮
本
武
蔵
の
『
五

輪
書
』
を
書
棚
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て

の
こ
ろ
）
に
、
細
川
藩
の
客
分
と
し
て

熊
本
の
雲
厳
寺
に
あ
る
洞
窟
「
霊
厳

洞
」
に
籠
り
書
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
同
書
は「
地
の
巻
」「
水
の
巻
」「
火

の
巻
」「
風
の
巻
」「
空
の
巻
」
の
５
巻

か
ら
な
る
。「
地
・
水
・
火
・
風
・
空
」

は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め
る

洸
楓
座
の
名
前
に
も
の
由
来
に
も
通
じ

る
が
、
仏
教
で
の
宇
宙
の
成
り
立
ち
を

意
味
し
、
地
輪
／
水
輪
／
火
輪
／
風
輪

／
空
輪
を
重
ね
た
五
輪
塔
に
も
由
来
す 　

「
火
」
で
は
、火
の
持
つ
静
動
、強
弱
、

静
動
、
景
気
な
ど
敵
と
の
対
峙
の
仕
方

に
つ
い
て
具
体
的
に
兵
法
を
説
い
て
い

る
。「
風
」
で
は
、「
む
か
し
風
」、「
い

ま
風
」、「
○
○
家
風
」
な
ど
と
言
わ
れ

云
事
」
の
章
が
あ
る
。「
敵
の
さ
か
え

お
と
ろ
え
を
知
、
相
手
の
人
数
の
心
を

知
り
、
其
場
の
位
を
受
、
敵
の
け
い
き

を
能
見
う
け
、
我
人
数
何
と
し
か
け
、

敵
を
知
っ
た
国
民
を
味
方
に
つ
け
大
群

で
一
気
に
攻
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
国
民
を
敵
と
み
な
し
て
は
な
ら
な

い
。
日
本
人
の
集
団
意
識
に
は
、「
丙

午
」
で
は
、
だ
れ
も
誘
導
し
な
く
と
も

出
生
率
が
下
が
る
、
と
い
っ
た
心
理
行

動
特
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
「
国
民
の

心
理
＆
行
動
様
式
」
を
と
ら
え
た
対
策

が
、
効
果
あ
る
一
刀
と
な
る
だ
ろ
う
。

『
五
輪
書
』
は
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
も
、
そ
の
他
に
も
示
唆
に
富
む
戦
略

を
与
え
て
く
れ
る
。
武
蔵
所
縁
の
「
霊

厳
洞
」を
筆
者
は
ま
だ
訪
ね
て
い
な
い
。

日
本
人
の
地
元
力
発
見
！
と
し
て
、
折

を
見
て
詣
で
て
み
た
い
。

る
。『
五
輪
書
』
は
、
兵
法
の
道
理
を

説
い
て
い
る
が
、
重
要
な
点
は
武
蔵
自

身
の
境
地
を
著
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　
「
地
」で
は
、二
刀
一
流（
二
天
一
流
）

の
兵
法
の
道
を
説
く
。
大
地
に
真
直
ぐ

な
道
を
描
く
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
「
地
」

と
名
付
け
て
い
る
。「
水
」
で
は
、
水

は
容
器
に
合
わ
せ
身
を
預
け
る
こ
と
が

出
来
る
一
方
、
一
滴
に
も
大
海
に
も
な

二
刀
流
を
コ
ロ
ナ

対
策
に
適
用
す
る

　
さ
て
、
１
０
０
㍍
走
で
も
マ
ラ
ソ
ン

で
も
駆
け
引
き
な
る
戦
法
が
あ
る
と
い

う
。敵
を
知
り
戦
う
。コ
ロ
ナ
対
策
も
、

戦
法
が
必
要
で
あ
る
。
敵
は「
コ
ロ
ナ
」

で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
施
策
を
見
る
と
、

必
殺
の
兵
法
に
な
っ
て
い
な
い
。
も
は

や
何
度
も
討
た
れ
死
に
果
て
て
い
る
。

　
「
火
の
巻
」
に
「
け
い
き
を
知
る
と

…
…
」と
あ
る
。
相
手
の
意
向
を
知
り
、

そ
の
場
の
状
況
を
つ
か
み
、
敵
の
状
態

を
よ
く
観
察
し
、
味
方
の
部
隊
を
動
か

し
、
我
が
戦
術
を
打
つ
と
説
く
。
ま
た

「
さ
ん
か
い
の
か
わ
り
と
云
事
」
の
章

が
あ
る
。
こ
れ
は
「
山
海
の
心
」
で
、

同
じ
や
り
方
を
度
々
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
。
二
度
ま
で
は
や
む
を
得
な
い

が
、
三
度
も
す
る
も
の
で
は
な
い
。
敵

が
、山
と
思
え
ば
海
、海
と
思
え
ば
山
、

と
意
表
を
つ
い
て
仕
掛
け
よ
、
こ
れ
が

兵
法
の
道
と
説
く
。

　
な
お
、「
地
の
巻
」
に
、
二
天
一
流

（
二
刀
一
流
）
の
効
能
に
つ
い
て
書
い

て
い
る
。両
手
で
一
刀
を
持
つ
よ
り
は
、

れ
る
変
化
（
へ

ん
げ
）
の
心
を

兵
法
の
道
理
と

し
て
い
る
。

る
こ
と
か
ら
、他
流
に
つ
い
て
批
評
し
、

二
天
一
流
の
道
を
説
く
。「
空
」
は
終

巻
で
あ
り
、
始
め
も
終
り
も
な
い
自
然

の
道
、
す
な
わ
ち
空
の
境
地
「
是
則
空

也
」
を
知
れ
と
説
く
。

み
た
。
昭
和
60
年
3
月
17
日
購
入
と
書

い
て
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
学
位
論
文
を

書
い
て
い
た
こ
ろ
だ
。
何
か
の
戦
略
と

し
て
こ
の
本
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
…
…
？

　
『
五
輪
書
』
は
、
宮
本
武
蔵
（
１
５

８
４
～
１
６
４
５
年
）
が
晩
年
（
60
歳

片
手
ご
と
に
一
刀
を
持
つ
方

が
、
相
手
が
大
勢
の
時
に
有

利
で
あ
る
と
説
く
。
コ
ロ
ナ

対
策
に
当
て
は
め
る
と
、
科

学
技
術
に
根
差
し
た
対
策
と

い
う
一
刀
と
、
も
う
一
刀
に

は
「
け
い
き
を
能
見
う
け
」

て
対
策
す
る
こ
と
で
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。そ
の
一
刀
と
は
、


